
専用計算機プロ ジ ェ クト

は じ め に

2001年 1月か ら国立天文台天文学デ ー タ 解 析計算セ ン タ ー で は 重力多体問題専

用計算機GRAPE の 共同利用を行な っ て い る 。 こ の シ ステ ム の 整備、 拡 充、 有効

活 用の ため に 計算セ ン タ ー で は 専用計算機プロ ジ ェ クト を進め て い る 。 こ こ で は

現在の GRAPE シ ステ ム の 概 要を紹介 し 、 2003年度の 活 動報告と 2004年度以降

の 活 動予定に つ い て ま と め る 。

GRAPEシ ステ ム の 概 要

国立天文台の GRAPE シ ステ ム (愛 称MUV) は 16台の GRAPE-5(無衝突系用)

と 8台の GRAPE-6(衝突系用) か ら構成さ れ る 。 GRAPE の ホ スト コン ピ ュー タ

(Alpha 264 833MHz と Pentium 4 2GHz)間は 高速ネ ッ ト ワー クMyrinet2000 で 結

ば れ て い る 。 こ の シ ステ ム は 全体で ピ ー ク演 算性能約 7Tflops で 、 共同利用用と し

て は 世界 最速の 重力多体問題計算シ ステ ム で あ る 。 MUV シ ステ ム は GRAPEプロ

ジ ェ クト ユー ザ (GPU) に 開 放さ れ 、 ジ ョ ブ 管理プロ グラ ム LSFを用い て 運用さ れ

て い る 。 MUV に つ い て 詳し く は http://www.cc.nao.ac.jp/muv/を参照し て 欲

し い 。

2003年度の 活 動報告

GRAPE-6用の PCI-X版イン タ ー フ ェ ー スの 開 発

GRAPE-6用に こ れ ま で の PCI で は な く PCI-Xを用い た高速イン タ ー フ ェ ー

スボ ー ド の 開 発を東京大学と 共同し て 行な っ た。 開 発し たボ ー ド は 来年度か

らMUV で 使用す る 予定で あ る 。

ホ スト リ プレー スの 準備

来年度は じ め に 予定さ れ て い る GRAPE の ホ スト コン ピ ュー タ の リ プレー ス

の ため に さ ま ざ ま な マ シ ン の テ スト を行な っ た。 結果 をも と に 新シ ステ ム の

概 要を設計し た。

N 体シ ミ ュレー シ ョ ン 初春の 学校

MUV の ユー ザ を増や す ため 、 学部 4年生・ 大学院生向け に 「 N体シ ミ ュレー



シ ョ ン 初春の 学校」 を開 催し た。 合宿形式で 重力多体系の 物理の 講義をし 、

MUVを使っ て 数値シ ミ ュレー シ ョ ン の 実習を行な っ た。

2004年度以降の 活 動予定

GRAPE ホ スト コン ピ ュー タ リ プレー ス

2004年度第 1四半期に 、 MUV の 性能向上の ため 、 GRAPE の ホ スト コン

ピ ュー タ の リ プレー スを予定し て い る 。

高速イン タ ー フ ェ ー スカ ー ド の 導入

GRAPE-6 と ホ スト コン ピ ュー タ 間の 通信性能の 向上の ため 、 現行の PCI バ

ス経由の も の で は な く 、 よ り 帯域の 大き な PCI-X バ スを経由し て 通信を行

な う ため の GRAPE-6用イン タ ー フ ェ ー スカ ー ド を導入す る 。

MICRO-GRAPE の 導入

GRAPE-6シ ステ ム の 拡 充の ため 、 MICRO-GRAPE(1モ ジ ュー ル版GRAPE-

6)を 4–8台導入し 、 GRAPE-6 の 計算ノ ー ド を増設す る 。

N 体シ ミ ュレー シ ョ ン の 学校の 開 催

今年度も N 体シ ミ ュレー シ ョ ン の 学校を開 催す る 予定で あ る 。


